平成２９年度　勤務環境改善支援事業実施要項


１．目的
　　人材確保や職場環境改善のための取り組みを積極的に行っている実践事例を募集し、広く紹介することにより、施設・事業所の経営者及び職員の意識啓発を高め、職場環境の改善を促進し、人材の確保及び定着を図ることを目的とする。

２．実施主体
　　茨城県、社会福祉法人茨城県社会福祉協議会

３．実施事業
（１）実践事例の募集・紹介
　　介護職員の勤務環境改善のための取り組みを積極的に行う実践事例を募集し、広く紹介する。
　　①応募対象
　　　下記を満たす県内の介護施設・事業所
・応募した実践事例について、社会福祉法人茨城県社会福祉協議会（以下「本会」という。）のホームページ等での公開に同意している。
・発表事例に選定された場合、（２）に定める「勤務環境改善事例発表会」において発表が可能である。
②対象とする取り組み
　　　介護職員の離職者のうち、３年未満で離職する割合が７割と高い状況にあることから、職場の定着に結び付く取り組みを実践している事例を募集し、紹介する。
　　　なお、実践事例は成功したもの・成果が出たもののみでなく、進行中であるもの及び失敗をしたと考えられるものであっても、環境改善に積極的に取り組んだものであれば対象とする。
　　【テーマ例】
　　　・職員の研修や資格取得支援等の実施により、職員のキャリアアップを積極的に進めている。
　　　・子育て支援や介護休暇の取得、福利厚生の充実等、職員の仕事と生活の調和を積極的に推進している。
　　　・腰痛予防やグリーフケアなど、職員が心身ともに健康で働き続けるための取り組みを積極的に行っている。
　　③応募方法
　　別添様式により平成３０年１月１５日（月）までに本会　福祉人材・研修部に提出する。
　　④実践事例の公開
　　　本会ホームページに掲載するほか、後記の方法により選定された３～５事例は、（２）に定める「勤務環境改善事例発表会」において発表を行う。



（２）勤務環境改善事例発表会
　　（１）にて募集した実践事例の発表会を実施する。
　　①期日
　　　平成３０年３月７日（水）午後　実施予定
　　②会場
　　　茨城県総合福祉会館４階　中研修室
　　　　水戸市千波町１９１８番地
　　③定員
　　　６０名
　　④参加対象
　　　・県内の高齢福祉施設等に従事する役職員。
　　　・高齢福祉分野の関係者及び業務改善活動に従事する職員。
　　⑤参加費
　　　無料
　　④プログラム
　　　・勤務環境改善に係る事例発表
　　　・講演及び講評
　　⑤申し込み方法
　　　別途案内します。
⑥発表事例選定方法
・（１）により応募のあった実践事例の中から、次の５項目と過去１年間の離職率を基準に審査し発表事例を選定する。
・なお、選定にあたっては、これまでに知られていない事例を広める観点から、他で発表・表彰されていない事例を優先する。
【審査項目】
　　①重要性…多くの施設・事業所で直面している課題に取り組んでいるか。
　　②積極性…職場環境ため、積極的に取り組まれているか。
　　③新規性…これまでの他の施設・事業所では見られなかった方法であるか。
　　④実現性…内容に具体性があり、他の施設でも取り組み可能な事例であるか。
　　⑤協働性…一部の職員だけでなく、施設・事業所全体として課題解決に取り組んでいるか。

